
山手町・花園町地区

要望
番号

要　望  事  項 取 組 状 況 等
反映
区分

担 当 部 課

1 【北光町未来の森公園への鹿よけ対策】
　北光町町内会

　北光町未来の森公園に鹿が出没しています。公園に
付属している市民農園では、周囲に網を張り巡らし食
害を防いでいます。鹿は日中でもたまに見かけるように
なりました。公園は多くの住民の憩いの場で、小さな子
どもさんも遊んでいます。住民と鹿との接触も予想され
ます。鹿が危害を及ぼすことは考えにくいのですが、万
が一に備えて鹿よけ対策をお願いします。
　注意喚起用看板設置「鹿出没注意」、忌避剤設置、
監視カメラ設置による把握等。監視カメラは不審者対策
にも効果があるものと思われます。

 　北光町未来の森公園の鹿よけ対策につきましては、
御提案頂きました対策を含め、どのような対策ができる
のかを、関係部署と連携し検討してまいります。
　また、注意喚起看板につきましては、できるだけ早く設
置させていただきます。

B 都市建設部
　緑地公園課
　環境生活課

2 【北光町１丁目未来の森公園南側道路（ＪＲ沿い）積雪
時の吹き溜まりについて】
　北光町町内会

昨年の要望に「冬期降雪時の除雪、排雪について」と
して、生活道路の除排雪、凹凸道路・凍結道路の解消
に努めていただくように、また、通行に支障をきたすよう
なところはお知らせしますので、速やかな対応をお願い
しますと、記させていただきました。道路パトを行い通行
に支障のないように努めますとの回答を頂きました。
　題記部位は、朝夕車の通行量が多いところで、公園
側からの北風により市道に雪が吹き寄せられ、吹き溜ま
りが発生しやすいところです。
　吹き溜まりに突っ込み難儀している車が見られたとの
ことです。今年はこの吹き溜まり解消を付け加えさせて
いただきます。

【ミーティング開催時回答】
　御指摘の風雪による吹き溜まりにつきましては、本市
も認識しており平成27年11月に簡易的な吹き溜まり防
止柵を設置し軽減を図りました。
　現在設置している吹き溜まり防止柵を改良するなど、
解消に向け改善策を検討してまいります。引き続き、道
路パトロールを行いながら、交通の支障とならないように
努めてまいります。お気付きの点がございましたら、道
路管理事務所（73-5000）へ御連絡くださいますようお
願いいたします。

【令和３年３月末時点回答】
　吹き溜まり防止柵は、令和２年12月中旬にネットを二
重に張って改良しました。

B

B

都市建設部
　道路維持課
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3 【「新北海道スタイル」に基づく町内会活動の実践】
　北光町町内会

「苫小牧市町内会連合会」発行の「新北海道スタイ
ル」に基づく町内会（自治会）活動指針に、感染症の拡
大を防ぎながら情報の発信や共有にFacebookやLINE
などを活用している町内会があるとの記述があり、今後
に向けて新たな取り組みの一つとして、SNSの取り組み
を検討する機会かもしれませんとあります。
　取り組みの初歩を教えていただけるような、市の出前
講座等がありましたならご教示ください。

　FacebookやLINE等のSNSを活用した、新たな取組に
ついては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止だけ
ではく、町内会のPR又は会員相互の連携を深める意味
でも効果的だと考えております。
　市の出前講座ではSNSの導入に関する講座はござい
ませんが、町内会連合会と連携を図り、各町内会にSNS
導入に関する情報提供を行うとともに、既にSNSを活用
している町内会の取組等を紹介できるような場の提供に
ついても検討していきたいと考えております。

A 市民生活部
　市民生活課

4 【公園遊具の増設】
　北光町町内会

　当町内会には、「北光町未来の公園」と「北光2丁目公
園」の二つの公園があります。昨年、前者に遊具の設置
をお願いしたところ、借地公園でもあり設置が難しいな
かで、バスケゴールを設置していただき、感謝申し上げ
ます。
　後者の公園だけでは遊具が足りないことから要望させ
ていただいたのですが、それは解消されていません。小
さな子どもさんが遊べる小さな遊具であれば、設置ス
ペースは確保できるのではと思います。是非、2丁目公
園に遊具の増設をお願いします。

【ミーティング開催時回答】
　北光町２丁目公園の遊具の増設につきましては、今
後、町内会と御協議させていただきながら検討してまい
ります。

【令和３年３月末時点回答】
　鹿よけ対策につきましては、町内会と協議し、昨年の
11月20日に注意喚起用看板８基を設置いたしました。

B

A

都市建設部
　緑地公園課
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5 【生活道路の安全対策　継続要望－（１）】
　北光町町内会

　今年度は北光町４－５間の南北道路の改修を行って
いただきました。ありがとうございます。
　北光町３丁目生活道路の整備について、昨年要望さ
せていただいたところを列記させていただきます。計画
的な改修と併せて整備願います。
　①北光町３丁目住宅南側バス通り、②同バス通りに付
随する北側の歩道、③同バス通りの１本北側の東西道
路です。いずれも路面の劣化が進み凹凸が大きくなっ
ています。

　今年度は、北光14号線（104ｍ）の整備改修を行って
おり、今後も、現地調査の結果を基に、路面の劣化を判
断して整備改修を図ってまいります。
　また、劣化による凹凸などにつきましても、通行の支障
とならないように適宜補修を行ってまいります。

B 都市建設部
　道路維持課

6 【北光町２丁目既設住宅街－新住宅街間南北道路の
安全対策　継続要望－（２）】
　北光町町内会

①既設と新住宅街間の南北道路では一昨年まで車
両の接触事故が頻発していました。再発防止策として
「一時停止」標識の取付けをお願いします。②「一時停
止」標識が片側のみの交差路があります。もう一方の標
識の取付けをお願いします。③既設２丁目道路の「指
定方向外進行禁止」標識のペイントがはがれ見にくいも
のがあります。
　関係機関に要望をされているとのことですが、今年度
の要望にも加えていただきますようお願いします。

【ミーティング開催時回答】
　御要望の一時停止標識や指定方向外進行禁止など
の規制標識につきましては、公安委員会の管轄となり、
継続して設置要望を行っておりますが、苫小牧警察署
によりますと「公安委員会にて優先順位を決め設置を進
めているが、道内各地から多数の設置要望が寄せられ
ているとともに、老朽化した施設の更新も多数ある状況
から、早期の設置は厳しい状況である。」との報告を受
けているところでございます。
　市といたしましては、地域要望を踏まえ今後も粘り強く
要望継続してまいりたいと考えております。
 また、市で対応可能な注意喚起看板等の設置につき
ましては、これまでと同様に町内会と連携を図り、対応し
ながら、安全対策に努めてまいりたいと考えております。

【令和３年３月末時点回答】
　令和３年３月中に苫小牧警察署へ要望書を提出して
まいります。

B

B

市民生活部
　市民生活課
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7 【北光町1丁目、2丁目宅地造成地域全体の道路安全
対策　継続要望－（３）】
　北光町町内会

宅地造成地域では新築・入居が進み新しい住宅街が
形成されつつあります。居住地内の道路安全対策は、
造成とともに進められてきましたが、既設道路等とつな
がる部分、１丁目と２丁目間の交差路（昨年注意喚起看
板設置部分等）、２丁目の未来の森公園側のT字路等、
事故発生が懸念されるところが散見されます。
　宅地造成完了を見据え、地域全体を俯瞰した安全対
策として、規制標識や警戒標識、注意喚起看板等の設
置を考えていきたいと思っておりますのでご協力くださ
い。

　宅地造成地域全体の交通安全対策につきましては、
住宅の増加など、今後も地域環境の変化が想定されま
すことから、状況を注視しながら、実現可能な規制標識
の設置に向けて、地域町内会と協議を行い、公安委員
会へ要望を行ってまいりたいと考えております。
　また、警戒標識、注意喚起看板の設置等の安全対策
につきましても、地域の意向を確認しながら対応を図っ
てまいりたいと考えております。

B 市民生活部
　市民生活課
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8 【資源物回収の継続について】
　山手町内会

　資源物回収団体として月１回戸別収集方式で回収事
業者にお願いし回収を行ってきましたが、当町内会から
の収集量の減少、収集方法の効率の悪さ、事業者側の
人員不足、価格の低迷、などの不採算要素が主原因
で、今後回収の継続が困難な状況にあると事業者より
通知ありました。現在、事業者と協議中ですが行政サイ
ドから多種多様なバックアップをお願いし、次年度以降
も継続できるよう事業者・回収団体両者に支援と指導を
いただきたい。当町内会のみならず今後全市的な状況
も想像されますので。

【ミーティング開催時回答】
　集団回収奨励金制度は、リサイクルの推進を目的と
し、市から町内会等の登録団体へ奨励金を支払うこと
で市民のリサイクル意識が高まり、資源物の回収量が増
えるよう平成20年度から実施しております。
　しかし、８月下旬に回収業者から市に相談があり、近
年は資源物の買取価格の下落や業界の人手不足によ
り、会社の経営は厳しい状況と伺いました。また、回収
団体が増えた一方で新聞紙など資源物の回収量は減
少しているため、一回当たりの回収効率が悪化している
とのことでした。
この話を受けてゼロごみ推進課としては、９月14日に貴
町内会と回収業者、市の三者で協議し、９月24日には
資源リサイクル協同組合と協議したところであります。
　リサイクルを取り巻く社会情勢は厳しい状況ですが、
集団回収は本市のリサイクル推進に寄与してきた重要
な取組であると認識しており、今後も本制度を継続した
いと考えております。
　この問題の対策案として、資源物回収の集積や積込
作業を各団体に手伝っていただく方法や、団体毎に複
数回ある同一地区内の収集日を統合する方法などを考
えております。しかし、何れの対策も町内会連合会をは
じめとする関係者の皆様との合意形成が必須となります
ので、来年度に向けて引き続き検討を進めてまいりま
す。

【令和３年３月末時点回答】
　苫小牧資源リサイクル協同組合との協議を進めてきた
結果、今後も集団回収事業を継続するため、新規に登
録を希望する団体に対して、既存の回収団体と回収回
数の調整などについて協議していただくよう、協力をお
願いすることとしております。
　このほか、現在、ごみステーションを利用して回収をし
ておりますが、資源回収できる臨時的なステーションの
設置など、引き続き協議してまいりたいと考えておりま
す。

B

B

環境衛生部
　ゼロごみ推進課
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